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田
食
議
員
は
小
学
校
再
編

に
つ
い
て
、
昨
年
修
正
さ
れ
た

再
編
計
画
の
後
に
コ
ロ
ナ
禍

で
校
区
ご
と
の
協
議
が
進
ま

ず
、
よ
う
や
く
最
近
に
な
っ
て

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
と
指
摘

し
、
来
年
３
月
ま
で
の
わ
ず
か

１
年
間
の
協
議
期
間
を
再
延

長
す
る
よ
う
要
求
。
勝
田
町
長

は
「
令
和
４
年
３
月
、
校
区
意

向
取
り
ま
と
め
期
限
に
向
け

協
議
を
進
め
る
」
と
答
え
ま
し

た
。 

 
田
食
議
員
は
「
な
ぜ
そ
ん
な

に
急
ぐ
の
か
。
時
代
の
流
れ
は

一
様
に
統
廃
合
あ
り
き
で
な

く
、
町
民
と
膝
を
突
き
合
わ

せ
、
地
域
の
未
来
を
語
る
こ
と

が
先
決
だ
」
と
追
及
す
る
と
、

勝
田
町
長
は
「
計
画
に
沿
っ
て

進
め
る
」
と
言
い
切
り
ま
し

た
。（「
奥
出
雲
町
民
報
」
よ
り
） 

 

江
津
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
予
防
接
種
対
策
室
に
よ

る
と
、
４
月
２
８
日
時
点
で
市

が
確
保
し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン

は
９
７
５
回
分
で
、
４
月
３
０

日
に
新
た
に
届
く
２
９
２
５

回
分
と
合
わ
せ
て
３
９
０
０

回
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
が
定
め
た
接
種
順
位
に

よ
り
、
最
上
位
と
さ
れ
る
医
療

従
事
者
に
つ
い
て
は
県
が
事

務
を
担
当
し
て
接
種
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
医
療
従

事
者
以
外
へ
の
接
種
は
、
事
務

を
市
が
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

接
種
順
位
が
２
番
目
と
な
っ

て
い
る
高
齢
者
約
９
０
０
０

人
の
う
ち
、
介
護
施
設
へ
の
入

所
者
に
つ
い
て
は
１
回
目
の

接
種
が
完
了
。
接
種
が
行
わ
れ

た
施
設
で
働
く
６
５
歳
以
上

の
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
も
接

種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
以
外
の
６
５
歳
以
上

の
高
齢
者
へ
の
接
種
券
の
郵

送
も
４
月
２
３
日
に
始
ま
っ

て
い
ま
す
。（「
ご
う
つ
民
報
」

よ
り
） 

 

「
最
低
賃
金
の
改
正
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請

願
（
請
願
者
・
島
根
県
労
働
組

合
総
連
合 

村
上
一
議
長
。
紹

介
議
員
・
寺
戸
昌
子
議
員
）
）

が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
、

国
・
関
係
機
関
へ
意
見
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。（「
寺
戸
ま
さ

子
の
議
会
報
告
」
よ
り
） 

島
根
県
民
主
医
療
機
関
連

合
会
（
眞
木
高
之
会
長
）
は

４
月
２
３
日
、
県
に
対
し
、

市
中
感
染
を
防
止
す
る
た
め

に
、
全
県
民
を
対
象
に
し
た

日
本
共
産
党
の
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
、

田
中
肇
、
舟
木
健
治
、
橘
ふ

み
各
松
江
市
議
が
同
席
し
ま

し
た
。 

眞
木
会
長
、
平
田
保
事
務

局
長
は
、
感
染
者
へ
の
十
分

な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す

る
た
め
に
は
「
医
療
や
介
護

現
場
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
化
を

防
ぐ
こ
と
が
大
前
提
だ
」
と

強
調
し
、「
医
療
機
関
、
介
護

施
設
の
職
員
と
入
院
患
者
・

入
所
者
へ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
、
医
療
機
関
や
介

護
施
設
の
負
担
な
く
行
え
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
要

望
。
今
後
、
大
阪
の
よ
う
な

感
染
爆
発
が
起
こ
っ
た
際
に

は
「
医
療
体
制
を
確
保
す
る

上
で
、
行
政
と
医
師
会
な
ど

医
療
機
関
が
合
議
し
、
医
療

機
関
の
間
で
の
役
割
分
担
と

連
携
が
求
め
ら
れ
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

応
対
し
た
安
食
治
外
健
康

清
々
し
い
気
持
ち
で
晴

れ
渡
る
朝
を
迎
え
ま
し
た
。

菅
政
権
発
足
後
、
最
初
の
国

政
選
挙
と
な
っ
た
４
月
２

５
日
投
票
の
３
道
県
の
衆

参
再
選
挙
・
補
欠
選
挙
は
す

べ
て
市
民
と
野
党
の
統
一

候
補
が
勝
利
。
自
民
党
は
全

敗
、
菅
政
権
に
痛
烈
な
ノ
ー

の
審
判
が
下
さ
れ
ま
し
た
。 

彼
ら
が
「
こ
こ
だ
け
は
勝

て
る
」
と
踏
ん
で
い
た
広
島

は
、
確
か
に
前
回
の
参
院
選

比
例
票
で
見
て
も
野
党
４

党
の
合
計
３
２
万
票
に
対

し
、
自
民
・
公
明
票
が
５
６

万
票
と
い
う
大
き
な
差
の

あ
る
い
わ
ば
「
保
守
王
国
」。

し
か
し
、
県
民
の
河
井
買
収

事
件
を
始
め
と
す
る
自
民

党
の
金
権
腐
敗
政
治
、
私
物

化
政
治
へ
の
怒
り
、
政
府
の

コ
ロ
ナ
対
応
の
無
策
、
逆
行

ぶ
り
へ
の
憤
り
は
彼
ら
の

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る

大
き
な
世
論
と
な
っ
て
自

民
党
・
公
明
党
を
包
囲
し
ま

し
た
。
ま
た
、
核
兵
器
禁
止

条
約
発
効
後
初
め
て
の
広

島
で
の
国
政
選
挙
で
あ
り
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の

実
現
へ
、
被
爆
地
と
し
て
の

強
い
願
い
も
あ
り
ま
し
た
。 

「
金
権
腐
敗
政
治
の
一

掃
」「
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
」

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参

加
」
「
立
憲
主
義
を
守
る
」

「
自
己
責
任
押
し
つ
け
か

ら
公
助
の
政
治
へ
」
と
は
っ

き
り
掲
げ
る
宮
口
は
る
こ

さ
ん
が
広
島
で
は
初
め
て

と
な
る
野
党
統
一
候
補
に
。

「
共
闘
こ
そ
希
望
」
と
県
民

の
怒
り
と
願
い
を
集
め
、
政

党
の
力
関
係
を
大
き
く
乗

り
越
え
て
見
事
に
勝
利
し

ま
し
た
。 

私
た
ち
、
日
本
共
産
党
も

「
謝
罪
も
反
省
も
な
い
自

民
党
に
審
判
を
下
そ
う
」
と

宮
口
さ
ん
勝
利
へ
全
力
で

支
援
。
党
独
自
に
作
成
を
し

た
ビ
ラ
を
配
り
、
連
日
の
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
。
終
盤
に
は

党
派
を
超
え
て
取
り
組
む

地
域
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
何

よ
り
、
電
話
や
街
頭
で
の
対

話
・
支
持
拡
大
を
最
後
ま
で

や
り
ぬ
き
、
こ
の
大
接
戦
を

制
す
結
果
に
一
定
の
貢
献

が
で
き
た
と
確
信
し
て
い

ま
す
。 

今
日
か
ら
改
め
て
２
つ

の
仕
事
に
直
ち
に
取
り
か

か
り
ま
す
。
一
つ
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
掲
げ
た
公
約
の

実
現
。
特
に
コ
ロ
ナ
感
染
が

再
拡
大
す
る
中
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
大

規
模
検
査
の
実
施
、
医
療
や

業
者
を
守
る
支
援
等
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。
も
う
一

つ
は
総
選
挙
で
の
政
権
交

代
へ
野
党
共
闘
の
発
展
と

日
本
共
産
党
を
強
く
大
き

く
す
る
こ
と
。
さ
あ
、
ま
ず

は
快
晴
の
下
、
街
頭
宣
伝

へ
。
元
気
い
っ
ぱ
い
訴
え
て

き
ま
す
。
（４
月
２
６
日
記
） 

日
本
民
主
青
年
同
盟
島
根

県
委
員
会
は
学
生
へ
の
食
料

支
援
「
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ー
ド
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
４
月
２

５
日
に
出
雲
市
の
島
根
大
医

部
近
く
の
島
根
民
医
連
医
系

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
、
５
月
２
日
に
は
松
江
市

の
島
根
大
学
付
近
の
集
会
所

で
行
い
ま
し
た
。 

２
日
の
支
援
に
は
約
５
０

人
の
学
生
が
来
場
し
、
次
々

と
食
料
や
日
用
品
な
ど
を
受

け
取
り
ま
し
た
。（
写
真
） 

学
生
２
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
ま
し
た
。 

チ
ラ
シ
を
見
て
来
た
と
い

う
大
学
２
年
の
男
子
学
生

（
２
０
）
は
「
食
費
を
削
る

た
め
に
１
日
１
食
し
か
食
べ

て
い
な
い
」
と
打
ち
明
け
ま

し
た
。 

「
児
童
ク
ラ
ブ
と
学
習
塾

で
バ
イ
ト
し
て
い
る
が
、
感

染
症
対
策
で
常
に
ピ
リ
ピ
リ

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
は
と
て

も
大
き
い
」
な
ど
切
迫
し
た

面
持
ち
で
語
る
学
生
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。 

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
４

８
人
が
回
答
。「
経
済
的
に
余

裕
の
な
い
学
生
も
い
る
。
こ

の
よ
う
な
企
画
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
」「
サ
ー
ク
ル
活
動

が
で
き
ず
、
安
易
に
帰
省
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
友
人

と
交
流
も
で
き
ず
、
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
っ
て
い
る
」
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
生
活
の
困

難
さ
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。 

福
祉
部
次
長
は
、
医
療
機
関

や
介
護
施
設
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
に
つ
い
て
「
県
と
し
て
検

査
計
画
を
策
定
し
て
対
応
し

て
く
」
と
応
じ
ま
し
た
。 

大
平
よ
し
の
ぶ 

い
き
い
き 

ニ
ュ
ー
ス
５
月
号
が
完
成 

 

大
平
よ
し
の
ぶ
前
衆
院
議

員
（
比
例
中
国
名
簿
登
載
予
定

者
）
の
「
い
き
い
き
ニ
ュ
ー
ス

５
月
１
６
日
号
」
が
で
き
ま
し

た
。（
写
真
） 

無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
、
医

療
機
関
の
通
常
診
療
や
経
営

が
圧
迫
さ
れ
な
い
よ
う
財
政

支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。（
写

真
） 


